
令和４年　有害物質による急性中毒等発生状況

北海道労働局 【確定値】
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10 12時台

自
動
車
小
売
業

10
人
未
満

6

10 11時台

そ
の
他
の
建
設
業

10
人
以
上
30
人
未
満

5

10 13時台
畜
産
業
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人
以
上
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人
未
満

4

6 11時台

そ
の
他
の
事
業

50
人
以
上
100
人
未
満

3

2

災害の状況

10
人
未
満

　商業ビルの店舗内において、ガソリンエンジン式高圧洗浄機を用いて排水管の
洗浄作業を代表者１名ほか４名で行っていたところ、当該洗浄機の排気ガスが店
舗内に充満し、当該洗浄機付近で作業していた労働者１名が倒れたため、代表者
は社用車で作業員全員を休憩させた。他の労働者１名も寒気を訴えたため、代表
者は店舗経営者に救急車を呼ばせ、作業員全員を医療機関に搬送させた結果、
全員が一酸化炭素中毒と診断されたもの。

［一酸化炭素中毒：被災者4人（休業４日未満)］

1 3 14時台

そ
の
他
の
建
設
業

4 9時台
浴
場
業

30
人
以
上
50
人
未
満

　男性トイレを清掃中、便器に酸性洗剤をかけ、浸している間に異臭が発生し、気
分が悪くなり、病院で「塩素ガス中毒」と診断され入院した。

［その他の中毒：被災者１人（休業４日以上)］

　倉庫内において、内燃式フォークリフトを運転し、出庫及び破れたフレコンの詰
め替え作業等を行っていたところ、具合が悪くなったもの。

［一酸化炭素中毒：被災者1人（休業４日以上)］

　養豚場において、豚舎から出た豚の糞尿等が流れ込むマンホール（深さ３．２
ｍ）の底に溜まった固形物を取り除く作業を行っていたところ、硫化水素中毒とな
り、意識状態が悪化して身動きが取れなくなったもの。

［硫化水素中毒：被災者1人（休業４日以上)］

　工場内設備の修繕作業を行っていた作業員が、手持ち式金属切断機を用いて
ボルトを切断していたところ、切断したボルト１本を混炭機内に落としてしまったこ
とから、回収のため同機内に入ったところ倒れ、救出のためため近づいた職長も
同機内で倒れたもの。

［酸素欠乏症：被災者2人（死亡)］

　３名の労働者が、工場内で車両の整備等の作業をしていたところ、３人共がめま
い、頭痛を訴え病院に搬送され、一酸化炭素中毒と診断されたもの。
　工場内では廃油を使用するストーブが使用されていた。

［一酸化炭素：被災者3人(休業４日以上１名、不休２名）］

　被災者は、ロボット搾乳機を洗浄する酸性洗剤が入った容器に、誤って塩素系
殺菌剤を入れてしまい、発生した塩素ガスを吸ってしまったもの。

［その他の中毒：被災者1人(休業４日未満１名）］
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硫化水素中毒

内訳

不休

内訳7

13

その他の中毒

死亡

休業4日以上


